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石
崎
小
学
校
・
広
浦
小
学
校
・
長
岡
第
二
小
学
校
閉
校

　

茨
城
町
で
は
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
小
中
学
校
の
小
規
模
化
に
対
応
す
べ
く
、
小
中
学
校
の
再
編
計
画
を
平
成
23
年
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
平

成
26
年
に
桜
丘
中
学
校
と
梅
香
中
学
校
が
統
合
し
青
葉
中
学
校
が
、
平
成
27
年
に
川
根
、
上
野
合
、
駒
場
、
沼
前
小
学
校
が
統
合
し
青
葉
小
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、
当
計
画
最
後
の
再
編
と
し
て
、
石
崎
小
学
校
、
広
浦
小
学
校
、
長
岡
第
二
小
学
校
が
本
年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
校
し
、
４
月
か
ら
統
合
小
学
校
葵
小
学
校
と

し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
み
ま
す
。

各
小
学
校
の
校
歌
と
歴
史
（
沿
革
）

石
崎
小
学
校

広
浦
小
学
校

長
岡

第
二
小
学
校

　

長
岡
第
二
小
学
校
校
歌

作
詞 

川
野
辺　

精　
　

作
曲 

戸
田　

明
男

一　

は
る
か
な
る
筑
波
あ
お
ぎ
て　
　

緑
濃
き
地
を
踏
み
し
め

　
　

ひ
と
み
冴
え
か
お
り
さ
や
か
に　

つ
ど
い
よ
る
若
き
生
命
は

　
　

常
陸
野
の
朝
に
羽
搏
く　
　
　
　

あ
あ　

わ
れ
ら　

わ
れ
ら

　
　

長
岡
二
小
の
児
ら　
　
　
　
　
　

つ
ね
に
け
だ
か
く

　

石
崎
小
学
校
校
歌

作
詞 

生
天
目 

喜
兵
衛　
　

作
曲 

下
野　

米

一　

紫
は
ゆ
る　

筑
波
山  

優
れ
て
青
き
広
浦
の

　
　

気
高
く
清
き
心
も
て  

つ
ど
う
わ
れ
ら
の
う
れ
し
さ
よ

　

広
浦
小
学
校
校
歌

作
詞 

渡
辺　

芳
雄　
　

作
曲 

長
洲　

忠
彦

一　

広
浦
に
海
の
に
お
い
が
立
ち
の
ぼ
る

　
　

春
だ
は
ず
む
心
が
風
を
切
る

　
　
し
っ
か
り
背
す
じ
を
の
ば
し
て　
し
い
の
木
は
ほ
ほ
え
む　
ほ
ほ
え
む

　
　

こ
こ
が
ぼ
く
の　

こ
こ
が
わ
た
し
の　

広
浦
小
学
校

二　

神
塚
に
み
ど
り
の
風
が
ふ
き
あ
げ
る
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事
業
」
の
実
施
や
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
介
助

や
学
習
支
援
を
行
う
「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」
の
配
置
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
全
て
の
小
中
学
校
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、

電
子
黒
板
な
ど
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
た
め
の

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
先
進
的
か
つ
充
実
し
た
情

報
通
信
技
術
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

・
学
校
施
設
の
整
備

　
平
成
　
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
石
崎
小
学
校
、
広
浦
小
学

２６

校
、
長
岡
第
二
小
学
校
の
統
合
が
完
了
し
、
本
年
４
月
に
葵

小
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
す
。

 ○
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
活
力
あ
る
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　

・
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
涸
沼

　「
涸
沼
」
の
保
全
・
再
生
、
賢
明
な
利
用
、
交
流
・
学
習
を

推
進
し
、
観
光
・
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
茨
城
町
、
鉾
田

市
、
大
洗
町
と
関
係
団
体
等
で
組
織
す
る
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
湿
地
ひ
ぬ
ま
の
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

３
市
町
、
各
団
体
、
企
業
等
が
一
体
と
な
っ
て
、
涸
沼
の
魅

力
を
発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興
、
環
境
保
全
等

を
図
り
ま
す
。

・
農
業
の
振
興
と
産
業
の
活
性
化

　
農
業
活
性
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、「
こ
だ
わ
り
農
業
」
の

推
進
、「
茨
城
町
の
安
全
・
安
心
な
農
畜
水
産
物
」
の
Ｐ
Ｒ
等

に
取
り
組
む
ほ
か
、「
ひ
ろ
う
ら
田
舎
暮
ら
し
体
験
推
進
協

議
会
」
を
設
立
し
、
農
家
民
泊
や
体
験
型
農
園
事
業
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
交
流
事
業
を
町
内
全
域
に
広

め
ら
れ
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

・
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
「
茨
城
中
部
地
区
」

　
平
成
　
年
度
予
算
の
概
算
決
定
（
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、

２８

平
成
　
年
度
事
業
着
工
が
認
め
ら
れ
、
現
在
土
地
改
良
法
に

２８

基
づ
い
た
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
本
同
意
の
徴

集
、
施
行
申
請
等
早
期
着
工
に
向
け
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

・
茨
城
町
農
業
公
社

　
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積
・
斡
旋
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
事
業
の

推
進
、
畜
産
堆
肥
の
農
地
へ
の
還
元
な
ど
、
農
家
の
下
支
え

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
他
県
か
ら
移
住
し
た
新
規
就

農
者
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
就
農

者
の
誘
致
に
も
努
め
ま
す
。

・
企
業
誘
致

　
昨
年
、
茨
城
工
業
団
地
に
新
た
に
２
社
が
進
出
し
、
町
内

２
つ
の
工
業
団
地
に
立
地
す
る
企
業
は
合
計
で
　
社
と
な
り

１７

ま
し
た
。
今
後
は
、
茨
城
中
央
工
業
団
地
を
中
心
に
誘
致
活

動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
消
費
者
行
政

　
相
談
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
つ
つ
出
前
講
座
な
ど
の
啓

発
活
動
を
通
し
て
、
町
民
の
安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

 ○
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
整
備
を
目
指
す
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
　
　

・
防
　
災

　
災
害
に
備
え
、
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
へ
の
防
災
倉
庫

の
設
置
や
災
害
時
用
備
蓄
品
の
整
備
を
行
い
、
防
災
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
に

向
け
た
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
涸
沼
の
水
質
改
善

　
生
活
排
水
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ

て
不
法
投
棄
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
も
強
化
し
ま
す
。

・
交
通
安
全
対
策

　
警
察
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
啓
発
活
動

や
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
、

通
学
路
を
中
心
に
防
犯
灯
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
、
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

・
ご
み
処
理
の
広
域
化

　
霞
台
厚
生
施
設
組
合
に
お
い
て
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
関
係
市
町
村

（
石
岡
市
、
か
す
み
が
う
ら
市
、
小
美
玉
市
）
と
連
携
し
な
が

ら
、
計
画
が
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
無
駄
に
し
な
い
「
循
環
型
地
域
社
会
」
の
構
築
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

・
イ
ン
フ
ラ
整
備

　
引
き
続
き
幹
線
国
・
県
道
に
つ
い
て
要
望
を
行
う
と
と
も

に
、
町
道
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
道
１
０
９
・
１
２
０
・
２

０
２
号
線
を
重
点
に
整
備
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
上
下

水
道
に
つ
い
て
も
３
か
年
実
施
計
画
に
沿
っ
て
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

・
消
防

　
町
民
の
生
命
・
財
産
を
災
害
等
か
ら
守
る
た
め
、
消
防
施

設
及
び
車
両
・
資
機
材
等
の
各
種
装
備
を
充
実
し
、
機
動
力

の
増
進
を
図
り
な
が
ら
高
度
な
防
災
体
制
の
構
築
に
努
め
ま

す
。
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小
林
町
長
は
、
平
成
　
年
２８

第
１
回
町
議
会
定
例
会
開
催

に
あ
た
り
、
平
成
　
年
度
の

２８

町
政
執
行
方
針
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
掲
載
し
ま

す
。

 ○
安
全
・
安
心
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　
 

・
組
織
機
構
の
見
直
し

　
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
行
政
運
営
の
推
進
を
目
的
に
、
横
断
的
な
総
合
調
整
機
能

を
有
す
る
「
町
長
公
室
」
の
新
設
や
、
高
齢
者
福
祉
の
取
組

強
化
を
図
る
た
め
「
長
寿
福
祉
課
」
の
新
設
な
ど
、
組
織
機

構
の
大
幅
な
見
直
し
を
行
い
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

・
健
全
財
政
の
維
持

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を

ま
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
滞
納
の
発
生
防
止
と
滞
納
処

分
な
ど
に
よ
る
徴
収
率
の
向
上
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保

と
税
負
担
の
公
平
化
に
努
め
る
と
共
に
、
行
財
政
改
革
な
ど

を
通
じ
て
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

 ・
茨
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　
本
戦
略
で
は
、
人
口
減
少
の
克
服
や
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
て
活
力
あ
る
茨
城
町
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
基
本
目
標

や
施
策
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
本
戦
略
に
基
づ
き
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る

茨
城
町
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
は
、
５
名
の
隊
員
が
内
外
へ
の
情
報
発

信
や
、
地
域
事
業
へ
の
参
画
を
行
い
、
地
域
力
の
向
上
を
図

り
つ
つ
、
定
住
に
向
け
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
集
落
支
援
員
に
つ
い
て
も
、
昨
年

実
施
し
た
集
落
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
色
を
い

か
し
た
取
り
組
み
の
提
案
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
内
容

の
充
実
化
を
図
り
ま
す
。

・
町
の
情
報
発
信

　
広
報
・
広
聴
機
能
の
充
実
と
町
民
生
活
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
今
年
２
月
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
い
か
し
、
情
報

の
質
と
迅
速
性
を
高
め
、
利
用
し
や
す
い
も
の
に
し
て
い
き

ま
す
。

 ○
健
や
か
な
心
身
と
思
い
や
り
を
育
む
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
　
　

・
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

 「
第
２
次
茨
城
町
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
」
を
基

盤
と
し
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
 

ー
ジ
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

・
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

　
地
区
訪
問
活
動
に
お
い
て
、
認
知
症
予
防
、
介
護
予
防
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
歯
周
病
予
防
教
室
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
１
回
あ
た
り
の
助
成
額
を
増
額
し
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
妊
娠
・
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
偐
ハ
ッ

ピ
ー
子
育
て
メ
ー
ル
做
の
配
信
や
、
精
神
的
に
不
安
定
な
妊

産
婦
に
対
す
る
支
援
の
充
実
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

・
予
防
接
種
事
業

　
乳
幼
児
期
に
お
い
て
 罹
  患
  率
 の
高
い
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸

り
 
か
ん
 り
つ

炎
の
予
防
接
種
に
対
す
る
一
部
助
成
を
新
た
に
実
施
し
、
感

染
症
予
防
に
努
め
ま
す
。

・
健
康
診
査
事
業

　
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
集
団
検
診
に
、
医

療
機
関
で
行
う
検
診
を
加
え
、
利
便
性
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
検
診
や
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
節
目
の
年
齢
の
方
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
配
布
し
、
受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

・
福
祉
施
策

　
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
や
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す

る
補
助
制
度
に
よ
り
、
高
齢
者
の
外
出
促
進
と
と
も
に
地
域

交
流
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
や
愛
の
定
期
便
事
業
に
よ
り
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
な
ど
高
齢
者
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま

す
。

・
少
子
化
対
策

　
婚
活
応
援
推
進
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
子
ど
も
の
各
成

長
段
階
に
お
け
る
各
種
子
育
て
支
援
施
策
を
充
実
し
、
子
育

て
し
や
す
い
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

 ○
充
実
し
た
教
育
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
安
心
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
　
　

・
学
校
教
育
関
係

　
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
、
個
々
の
能
力
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
授
業
を
行
う
「
学
習
指
導
支
援
講
師
配
置
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町　長

教育長

議　会

農業委員会

副町長 町長公室

秘書広聴課 秘書、要望、広報、情報政策など
企画政策課 総合計画、地方創生、男女共同参画、ラムサール関連、統計など
町民協働課 地域コミュニティ、区長会、防犯・交通、消費生活など

総務部

総務課 人事、給与、行政改革、情報公開、防災など
財政課 予算、入札・契約、財産管理など
税務課 町県民税、固定資産税、滞納整理など

保健福祉部

社会福祉課 障害者福祉、民生委員・児童委員、生活保護など
長寿福祉課 高齢者福祉、介護保険、介護認定調査など
こども課 子育て支援、保育所、放課後児童クラブなど
保険課 国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金など

生活経済部

農業政策課 農林水産振興、担い手支援、生産調整など
商工観光課 商工振興、観光振興、企業誘致推進など
町民課 戸籍・住民票、印鑑証明、マイナンバー、外国人登録など
みどり環境課 環境保全、公害対策、ごみ処理、不法投棄対策、犬の登録など

都市建設部

道路建設課 道路新設・維持管理、河川管理、占用許可など
都市整備課 都市計画、町営住宅、空き家対策など
下水道課 公共下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽など

教育委員会

学校教育課 小中学校・幼稚園の教育行政、学校施設管理など
生涯学習課 社会教育、青少年教育、文化振興、図書館など
学校給食共同調理場 学校給食など

議会事務局 議会運営など

農業委員会事務局 農地法関連、農地集積など

水道課 水道水の給配水、水道施設管理など

会計課 現金出納、決算など

健康増進課 成人保健、母子保健、健康診断、予防接種など

【問合せ先】　総務課　029－292－1111
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組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機組織機構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構構 ののののののののののののののののののののののののののののののののののの 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部一部 ががががががががががががががががががががががががががががががががががが 変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変 わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままままわりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
４月１４月１日日 からから
組織機組織機構構 のの 一部一部 がが 変変 わりまわりますす
４月１４月１日日 からから
組織機組織機構構 のの 一部一部 がが 変変 わりまわりますす
４月１日 から
組織機構の一部が変わります

　茨城町は、「安全・安⼼で活⼒あるまちいばら
き」という将来像に向けて、町⺠の皆さまの期待
に応えられる効率的・効果的な⾏政運営をより
⼀層推進するため、町組織機構の⼀部⾒直しを
⾏いましたので、その概要をお知らせします。

組織⾒直しの⽅針
町民サービスの向上を目指し、
行政課題に効率的に対応する
組織づくり

　組織機構を⾒直す考え⽅として「分かりやす
く、利⽤しやすい組織」、「様々な⾏政課題に迅
速、かつ効率的に対応できる組織」を基本に取り
組みました。

　　　教育委員会の移転について

　教育環境の整備と充実を図るため、本年６月
から教育委員会学校教育課と生涯学習課を旧駒
場⼩学校跡地へ移転する予定です。
　教育⾏政を⾏う２つの課が同じ職場で、密接
に連携し、それぞれの特性を発揮しながら学校
教育、⻘少年教育、⽂化振興など、本町の教育⾏
政の更なる充実と振興を図ります。

◆町⻑公室の新設
　地⽅創生、定住化促進など、本町を取り巻く
状況の変化に迅速に対応するため、各部局との
調整機能を有する町⻑公室を新設します。
　同室に秘書広聴課、企画政策課、町⺠協働課
の３課を配置します。
　町⺠の皆さまのご意⾒を迅速に反映するため
の広聴部⾨と、町の魅⼒を発信するための広報
部⾨の強化や、区⻑会などの地域コミュニティ
の地域密着型事業を⼀元化し、協働のまちづく
りを推進します。

◆⻑寿福祉課の新設
　本町で暮らす⾼齢の⽅に対し、住まいや医療、
介護などを⼀体的に提供するため、⻑寿福祉課
を新設し、本町の介護予防や各種地域⽀援事業
の企画など、更なる実施体制の強化を図ります。

◆商⼯観光課の設置
　ラムサール条約登録湿地涸沼などの観光資源
を活⽤し、各種イベントを開催するとともに、
観光ＰＲを強化し、より⼀層の地域振興を図り
ます。

◆⼀元化による事務の効率化
①　町税等の賦課と徴収が⼀体となり、適正な
課税と効率的な徴収を推進するため、税務課
と収納対策課を税務課に統合します。
②　道路に関する業務を⼀元化し、道路の新設
から維持管理までを効率的に⾏うため、道路
建設課を新設します。

※組織改変に伴い庁舎内の配置も変わるため、今号ではお問い合わせ先の電話番号を主に代表番号で記載しています。

　主な改正点
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被災者生活再建支援金　　　　　申請期間の延長のお知らせ
基礎支援金
加算支援金

　東日本大震災により居住する住宅を失うなど、生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対し、被害の程度に応
じて支給される被災者生活再建支援金「基礎支援金・加算支援金」の申請期間が、再延長されました。

【内　　容】　　基礎支援金・加算支援金の申請期間の延長
　　　　　　　（変更前）平成28年４月10日まで → （変更後）平成29年４月10日まで

質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

【対象世帯】　　・住宅が全壊または大規模半壊した世帯
　　　　　　　・住宅が半壊し、または住宅の敷地に被害が生じ、その住宅をやむを得ず全て解体する世帯
【支　給　額】

加　算　支　援　金基　　礎　　支　　援　　金

建設・購入・・・200万円（150万円）
補修・・・100万円（75万円）
賃借（公営住宅を除く）・・・50万円

（37.5万円）

全壊・・・100万円（75万円）
大規模半壊・・・50万円（37.5万円）
※（　）内の金額は世帯人員が１人の場合
※半壊・大規模半壊の判定で、住宅を解体した場合には、
全壊に該当となります。

支
援
金
額

今後の住宅の再建方法（住宅の建設・
購入、補修または賃借）を確認できる
契約書　等

り災証明書（原本）、住民票謄本、預金通帳の写し、印鑑等
※半壊・大規模半壊の判定で住宅の全てを解体した場合
には、上記以外の書類も必要になります。詳しくはお問
い合わせください。

必
要
な
も
の

　※加算支援金は基礎支援金を申請した方が対象となります。加算支援金のみの申請はできません。
質 蔀実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

【そ　の　他】　支給決定等は、被災者生活再建支援法人（公益財団法人　都道府県会館）が行います。
【問合せ先】　社会福祉課　☎０２９－２９２－１１１１

※この期間中に申請手続きが終了している必要があります。

「生活自立相談窓口」のご案内
　平成27年４月から、生活困窮者自立支援法が施行されました。
　茨城県福祉相談センター（県央福祉事務所）では、「仕事がみつからない」「病気で働けない」「家
族のことで悩んでいる」など、生活にお困りの方々が、より身近な場所で相談できるように、茨城町
役場において巡回相談を実施します。
　一人で抱え込まずに、まずはご相談ください。ご家族の方や周りの方からの相談でもお受けいた
します。相談内容の秘密は厳守します。
◇相談日　毎月第２水曜日（予約制）
　　　　　　４月１３日、５月１１日、６月８日、７月１３日、８月１０日、９月１４日、１０月１２日、
　　　　　　１１月９日、１２月１４日、１月１１日、２月８日、３月８日
◇開設時間　午前１０時～午後３時（正午～午後１時を除く）
◇場　　所　茨城町役場１階　社会福祉課相談室（茨城町小堤1080）
◇相談内容　生活の困りごとや不安なことを抱えている方（生活に困っている、仕事が見つからない、

病気で働けない、家族のことで悩んでいるなど）に対し、専門の支援員が相談を受けて、
どのような支援が必要かを一緒に考え、一人ひとりの状況に合わせた「支援プラン」を
作成し、他の専門機関と連携して、解決に向けた支援を行います。

◇相談費用　無　料

【予約・問合せ先】 茨城県福祉相談センター生活保護課（相談支援員・就労支援員）　☎０２９－２２６－１５１２
 茨城町社会福祉課　　☎０２９－２９２－１１１１

兼
献
験

９

兼
献
験

券
献
鹸
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５５月月

～ 遊 び に お い で よ～　遊　び　に　お　い　で　よ　～

子子子子子子子子子子子 育育育育育育育育育育育 ててててててててててて 支支支支支支支支支支支 援援援援援援援援援援援 セセセセセセセセセセセ ンンンンンンンンンンン タタタタタタタタタタタ ーーーーーーーーーーー

～ 遊 び に お い で よ～　遊　び　に　お　い　で　よ　～～～　遊　び　に　お　い　で　よ　～

　同年代の子どもをもつ母親が集まって、一緒
に子育てを楽しむ「子育てサークル」のメンバー
を募集します。
　活動内容は、親子でのふれあい遊びや手遊
び、絵本の読み聞かせ、工作などです。
　同年代の子どもをもつ親だからこそ共有できる、
楽しみや悩みを自由に語り合うことができます。
支援センターの職員がアドバイスやお手伝いを
します。「こんなこと、あんなこともしてみたい」と、
みんなで一緒に活動してみませんか。

町子育て支援センターでは、子育て親子に寄り添い、

親子のふれあいと子どもとの絆づくりを大切にした活動を行っています。

★遊戯室『まんまるーむ』開放★：日曜、祝日、年末年始を除く午前９時から午後５時まで

－　詳細はお問合せください。－
【問合せ先】　保健福祉部こども課　子育て支援センター　　☎ ０２９－２９１－０９８０

茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内

★　砂場開放　★
＊戸外の気持ちよさを感じなが
ら、砂場で遊びましょう。

・日 時　25日（水）
　　　　 午前10時３０分～11時３０分
・場 所　ゆうゆう館　中庭砂場

★　『ミニ・セミナー』　★
＊親子でふれあう

楽しい時間を過ごしましょう。
・実施時間　毎日11時～（10分程度）
・場　　所　遊戯室「まんまるーむ」
※状況により実施しない日もあります。

「子育てボランティアと遊ぼう」

－ 活 動 予 定 －

『みんなでピョン』　
～親子で体を使った遊びを，楽しみましょう～
日　時　13日(金)　午前10時30分～11時30分
場　所　保健センター　健診室
内　容　ふれあい遊び　親子体操　わらべうた遊び
　　　　ミニアスレチック　など
持ち物　タオル、着替え、飲み物
＊動きやすい服装で参加してください。
―予約開始日　４月22日（金）　―

★　子育て相談日　★　－予約制ではありません－　
・日時　11日（水）　午前10時～11時30分
・場所　保健センター　健診室
・内容　保健師、管理栄養士による相談、身体計測

★　読み聞かせ　★
＊子育てボランティアによる読み聞かせを予定しています。
・日時　18日（水）　午前11時～11時15分
・場所　遊戯室「まんまるーむ」

《子育てセミナー（町内の未就学児とその保護者対象）》

『子育てサークル』とは…
～同じメンバーで年間を通した
　活動をするセミナーです。～

『子育てサークル』の育成 －メンバー募集－
～参加者同士交流を楽しみましょう～

日　時　19日(木)　《第１回》
　　　　午前10時30分～11時30分
場　所　保健センター　健診室
内　容　自己紹介、名札製作
持ち物　タオル、飲み物
　＊定員になり次第募集を終了します。
　―予約開始日　４月１１日（月）　―

定員
８組

定員
１０組

対象者：平成26年４月２日から平成27年４月１日まで
　　　　に生まれたお子さんとその保護者
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涸沼の畔でホット一息しませんか

　

2/23
（火）

　ラムサール条約湿地登録を機に多くの観光客が
訪れるようになった涸沼。「涸沼の畔で一息つき
ながら、涸沼の四季折々の美しさを堪能して欲し
い。」と、青山和行さん（長岡）から、木製ベン
チが広浦公園と親沢公園に寄贈されました。
　寄贈されたベンチは、広浦公園に７基、親沢公
園に３基設置され、来園者の憩いの場となってい
ます。

茨城町で農業を始めよう！
新規就農希望者、研修開始

　

2/23
（火）

　茨城町農業公社では、町外から新規就農希望者を受け入
れ、研修を通して新たに町内で農業を始めてもらう事業を行
い、町内農業の発展を図っています。
　この度、初めての新規就農希望者が町内に定住し、農業研
修が始まるにあたり、新規農業研修生に貸与する農業用ト
ラックやトラクターなどの貸与式が行われ、農業公社理事長
の小林町長から、研修生の村田さん夫妻にトラックの鍵が手
渡されました。
　村田さん夫妻は３年間、香川県の農業法人に勤務していま
したが、２月から茨城町に定住し、ＪＡ水戸ねぎ生産部会に
よる指導のもとで、ネギ栽培等を学び、新たな農業経営者を目指します。
　村田さんは、「一生懸命農業に従事し一人前となって、町外からの就農者の手本になるよう努力しま
す。」と決意を表明しました。

広浦小学校2/20
（土） 石崎小学校　閉校記念式典2/21

（日）

　今年３月末をもって閉校する広浦小学校、石崎小学校
において、閉校記念式典が開催されました。両校とも校
旗を町に返却し、各校の歴史を振り返るなど、慣れ親し
んだ学び舎への別れを惜しみました。また、長岡第二小
学校においては、昨年11月に閉校記念として「さよな
ら長二の日」を実施したほか、修了式に合わせて閉校記
念式典を行います。

長
岡
第
二
小
学
校

石
崎
小
学
校

広
浦
小
学
校
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災害時支援協定　新たに３団体と締結

　

2/1
（月）

　茨城町は茨城放送、茨城ガスセンター協業組合、常陸森紙
業茨城事務所とそれぞれ災害時支援協定を締結しました。
　東日本大震災のような大きな災害が発生した際には、茨城
放送には町からの災害情報の発信を、茨城ガスセンター協業
組合には避難所等の燃料確保を、常陸森紙業茨城事務所には
避難所等で使用する段ボール等の提供をそれぞれ依頼できる
ようになりました。
（写真は茨城町長と茨城放送阿部重典総務局長）

涸沼、いばらきイメージアップ大賞2015奨励賞受賞

　

2/5
（金）

　茨城県では、「元気ないばらきづくり」を推進するため、
「いばらきイメージアップ大賞」を実施しています。この
度、ラムサール条約湿地に登録された涸沼が奨励賞に選
ばれ、市町間の垣根を越えて涸沼を盛りあげている鉾田
市・茨城町・大洗町の代表者が受賞式に出席しました。
　受賞に至ったポイントとして、「ラムサール条約の基
本理念であるワイズユース（賢明な利用）の考えを取り
入れ、豊かな自然を大切に守っていくためのこれからの
活動に期待を込めた。」と評価されました。

　なお、大賞には水戸芸術館が、ウラ大賞として県非公認キャラクター「ねば～る君」がそれぞれ受賞
しました。

廣瀬誠氏、涸沼の今昔を語る

　

2/10
（水）

　茨城町観光協会では、涸沼のラムサール条約湿地登録を記
念して茨城県環境アドバイザーの廣瀬誠さんを招き勉強会を
開催しました。
　勉強会には、茨城町観光ボランティアガイドなど、合計
23名が参加。廣瀬さんは涸沼の湖面をバックに、かつての
涸沼でニシンが大量に獲れたことや、それを追ってオットセ
イが現れた話など、昔と今の様子を説明するとともに、「こ
の自然あふれる豊かな恵みをいつまでも守り続けたい、皆さ
んで守っていきましょう！」と参加者に呼びかけました。
　茨城町観光協会では、今後も観光スポットでもある涸沼の美しい風景を紹介しながら、勉強会を開催
していくとしています。
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健康増進課（保健センター）４月の予定
日 曜日　　　　　　事　業　名　   　　　　　　 受付時間
8

13

15

19

22

26

金

水

金

火

金

火

乳児健診

健康相談

育児相談

2歳児歯科検診

1歳６か月児健診

ごっくん教室（離乳食教室）

3歳児健診

13:00～13:30

 9 :00～11:30

10:15～10:30

12:50～13:30

13:00～13:30

 9 :45～10:00

13:00～13:30

野
菜
３
５
０
ｇ
摂
れ
て
い
ま
す
か
？

　

野
菜
に
は
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物
繊
維
な
ど
の

栄
養
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
や
が
ん
の
予
防
に
有
用
と
さ
れ
て
お

り
、「
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り

運
動
」
で
は
、
一
日
３
５
０
ｇ
以
上
の
野
菜

を
食
べ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
茨
城
県

内
で
は
成
人
一
人
一
日
あ
た
り
の
摂
取
量
は

約
２
９
０
ｇ
（※

）
と
、
目
標
量
に
達
し
て

い
ま
せ
ん
。

※

茨
城
県
食
育
推
進
計
画

－

第
２
次

－

よ
り

　

引
用

●
野
菜
の
摂
取
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

　

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
肥
満
予
防
、
免
疫
力

ア
ッ
プ
、
便
秘
予
防
、
血
圧
の
安
定
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
の
抑
制
な
ど

●
野
菜
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
摂
る
た
め
に

１
．
一
汁
三
菜
の
組
合
せ
を
意
識
し
て
、
３

食
き
ち
ん
と
食
べ
る
。

２
．
加
熱
し
て
野
菜
の
か
さ
を
減
ら
す
。

３
．
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
を
具
だ
く
さ
ん
に
す

る
。

４
．
野
菜
を
使
っ
た
常
備
菜
の
作
り
置
き

や
、
冷
凍
野
菜
の
活
用
を
す
る
。

５
．
外
食
の
と
き
は
野
菜
が
多
い
メ
ニ
ュ
ー

　
　

に
し
た
り
、
サ
ラ
ダ
な
ど
を
追
加
し
た

り
す
る
。

（
例
）
ラ
ー
メ
ン
を
タ
ン
メ
ン
に
、
親
子
丼

を
中
華
丼
に
、
な
ど

●
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
の
目
安
の
数
え
方

　

小
鉢
（
小
皿
）
の
野
菜
料
理
を
１
皿
分

（
約
70
ｇ
）
、
大
皿
の
野
菜
料
理
１
人
分
を

２
皿
分
と
数
え
、
一
日
５
皿
分
以
上
（
70
ｇ

×

５
皿
＝
３
５
０
ｇ
）
と
数
え
ま
す
。

（
例
）

１
皿
分
：
お
浸
し
、
サ
ラ
ダ
、
具
だ
く
さ
ん

の
味
噌
汁
や
ス
ー
プ

２
皿
分
：
野
菜
炒
め
、
酢
豚
、
野
菜
の
煮
し

め
な
ど
の
野
菜
中
心
の
大
皿
料
理

健康増進課
（保健センター）
　札
240-7134

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス－

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
同
一
時
点
で
の
我
が
国
の
す
べ
て
の
産
業
分

野
に
お
け
る
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
の
状
況
を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

【
問
合
せ
先
】
地
域
産
業
課
（
４
月
１
日
よ
り
企
画
政
策
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
１
１
１
１

中
央
公
民
館（
旧
駒
場
小
学
校
校
舎
）に
お
け
る

諸
室
貸
出
の
停
止
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
11
月
よ
り
、
旧
駒
場
小
学
校
の
一
部
を
中
央
公
民
館
の
公
民
館
棟
と
し
て
、
諸

室
（
講
座
室
・
和
室
・
調
理
室
・
調
理
準
備
室
）
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

改
修
工
事
の
た
め
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
貸
し
出
し
を
停
止
い
た
し
ま
す
。

　

※

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
茨
城
町
小
堤
１
０
７
０
番
地
）
に
お
い
て
は
、
通
常
ど
お
り

貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
貸
出
停
止
期
間
（
予
定
）

　
　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

◇
貸
出
停
止
諸
室

　
　

中
央
公
民
館
（
旧
駒
場
小
学
校
）
諸
室
（
講
座
室
、
和
室
、
調
理
室
、
調
理
準
備
室
）

【
問
合
せ
先
】
生
涯
学
習
課　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
２

平成28年
６月１日

総
務
省 

・ 

経
済
産
業
省 

・ 

茨
城
県 

・ 

茨
城
町
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回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

《
短
歌
》

《
俳
句
》

解回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回塊

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

解回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回塊

　

茨
城
町
で
は
、
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を

一
緒
に
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内
で

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◎
補
助
内
容

◎
受
付
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
６

　

日
（
金
）　

※

閉
庁
日
は
除
く

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◎
申
し
込
み
で
き
る
方

　

公
共
下
水
道
区
域
及
び
農
業
集
落
排
水

事
業
実
施
区
域
を
除
く
区
域
に
お
い
て
、

平
成
29
年
２
月
末
ま
で
に
専
用
住
宅
（
小

規
模
店
舗
等
を
併
設
の
場
合
は
住
宅
部
分

の
床
面
積
が
総
面
積
の
２
分
の
１
以
上
で

あ
る
こ
と
）
へ
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄

化
槽
（
Ｎ
型
）
の
設
置
補
助
事
業
が
完
了

で
き
る
方
。
た
だ
し
次
の
場
合
は
補
助
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
販
売
の
目
的
で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
付

き
住
宅
等
を
建
築
す
る
場
合

・
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
で
、
賃
貸
人

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
場
合

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

・
個
人
住
宅
を
新
築
ま
た
は
、
改
築
す
る

場
合

◎
申
込
方
法

　

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
下
水
道
課
窓

口
（
９
番
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る
住
宅

の
延
べ
床
面
積
と
現
在
の
排
水
処
理
状
況

を
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
承
知

お
き
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
問
合
せ
先
】

　

下
水
道
課
公
共
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
１
１
１
１

（
評
）
鳥
羽
田
さ
ん―
最
近
は
、
農
山
村
の
子
ど
も
の

減
少
に
伴
い
、
閉
校
と
な
る
学
校
が
多
い
。
跡
地
の

雑
草
の
中
に
ツ
ク
シ
ン
ボ
を
見
つ
け
た
の
は
い
い
。
浦

井
さ
ん―

明
る
い
太
陽
を
背
に
し
て
ヨ
モ
ギ
を
摘
ん
で

い
る
光
景
。「
背
い
っ
ぱ
い
に
」
が
場
面
を
盛
り
あ
げ

て
い
る
。
中
島
さ
ん―

一
日
中
風
呂
に
入
っ
て
い
た
柚

子
を
見
て
、
一
日
の
体
の
疲
れ
を
感
じ
た
の
は
お
も
し

ろ
。
山
﨑
さ
ん―

「
晩
酌
を
楽
し
む
時
間
」
の
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
面
白
さ
を
ひ
に
く
っ
た
。
湯
豆
腐
が
冷
め

て
し
ま
う
よ
。

（
評
）
中
島
さ
ん―

ピ
ア
ノ
が
堪
能
と
思
わ
れ
る
七
十

歳
に
近
い
方
、「
そ
」
は
「
十
」
の
こ
と
。
高
齢
者
が

青
年
の
時
の
光
り
輝
く
よ
う
な
確
か
さ
で
ピ
ア
ノ
に
向

か
う
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
田
口
さ
ん―

作
者
は

午
後
の
お
茶
の
時
間
に
今
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
母

と
こ
ん
な
日
も
あ
っ
た
な
と
思
い
だ
し
て
い
る
。
具
体

的
な
結
句
が
共
鳴
を
呼
ん
で
い
る
。
萩
谷
さ
ん―

五

感
を
使
っ
て
身
の
ま
わ
り
を
細
か
く
写
生
し
読
者
を

共
感
さ
せ
て
い
る
。

○
閉
校
の
跡
地
に
伸
び
る
土
筆
ん
坊

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

煙
太
陽
を
背
い
っ
ぱ
い
に
蓬
摘
む

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

煙
仕
舞
湯
の
柚
子
に
一
日
の
疲
れ
あ
り

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

湯
豆
腐
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
夢
中
な
る

山
﨑　

文
一（
大　

戸
）

　

紅
梅
の
香
を
友
と
し
て
草
を
と
る

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

森
林
の
中
に
佇
み
初
音
き
く

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

新
年
を
迎
え
手
に
と
る
田
の
氷

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

干
涸
び
し
切
干
大
根
日
の
匂
ひ

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

雨
降
る
夜
一
人
で
す
す
る
納
豆
汁

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

冬
空
に
光
る
満
月
川
面
に
揺
れ

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

○
徐
に
手
指
暖
め
ピ
ア
ノ
弾
く
七
十
路

ち
か
き
過
去
の
青
年

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
た
わ
い
な
い
亡
母
と
の
会
話
思
い
つ

つ
ポ
リ
と
沢
庵
噛
む
午
後
の
お
茶

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

煙
紅
梅
の
含
み
初
む
る
が
心
地
よ
く
一

人
手
酌
で
花
を
眺
む
る

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

両
陛
下
戦
後
慰
霊
の
旅
続
け
無
辜
の

市
民
の
犠
牲
を
悼
む

河
野　

久
子（
昭　

和
）

　

東
京
ド
イ
ツ
村
の
丘
に
立
ち
目
を
見

張
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
物
語
に
も
似
る

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

那
珂
川
を
登
り
て
来
た
る
鮭
二
匹
体

寄
せ
合
い
川
床
を
掘
る

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

花
壇
に
は
立
入
禁
止
の
立
て
札
を
草

花
球
根
の
新
芽
顔
出
す

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

梅
の
花
香
り
に
心
遊
ば
せ
て
風
ま
だ

寒
き
も
春
を
待
つ
ら
ん

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

高
二
の
子
飛
行
機
に
乗
り
沖
縄
へ
親

は
無
事
に
と
手
を
合
わ
せ
い
る

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

百
余
年
歴
史
の
幕
の
我
が
母
校
校
歌

う
た
え
ば
涙
あ
ふ
れ
る

高
田　

宗
雄（
大　

戸
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所
氏
名

明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２ 

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６

補助人槽

５人槽

７人槽

10人槽

補助対象要件補助限度額
（１基あたり）

645,000円

772,000円

959,000円

延べ床面積　140㎡（約42.35坪）
以下のもの
延べ床面積　140㎡（約42.35坪）
を超えるもの
台所及び浴室が２か所以上ある場合
（二世帯住宅等）

※補助を受ける方のうち、既設の単独処理浄化槽を撤去する場合、撤去
　費用の一部（限度額90,000円/基）を補助します。
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茨城町役場　★〒311-3192　茨城町小堤1080　TEL029-292-1111

し
ら
く

談
相・
集
募

ト
ン
ベ
イ

室
教・
座
講

♪
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～気をつけて　子どもに自転車　おとしより～
　県内では、高齢者の関係する交通事故が増加しています。車
の運転者は、子どもや高齢者を見かけたら、思いやりのある運転
に努めましょう。歩行者は、道路を横断するときは必ず安全を
確認し、無理な横断はやめましょう。薄暮時や夜間の外出では、
反射材などを着用しましょう。

春の全国交通安全運春の全国交通安全運動動（4月6日～4月（4月6日～4月15日）15日）

い
ば
ら
き
中
央
認
定
こ
ど
も
園

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

那
珂
市
　
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
「
八
重
桜
ま
つ
り
」

　
日
本
の
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
の
「
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
」
で
は
、
間
も
な
く
八
重
桜
の

季
節
を
迎
え
ま
す
。

　「
八
重
桜
ま
つ
り
」
で
は
、
春
を
満
喫
い
た
だ
け
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
（
那
珂
市
静
１
７
２
０
―
１
）

▼
期
間
　
４
月
　
日
（
土
）
～
５
月
３
日
（
火
）

１６

　
※
４
月
　
日
～
４
月
　
日
の
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
、
夜
桜
が
観
賞
で
き
ま
す
。

２３

３０

　
※
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
八
重
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　
☎
０
２
９
（
２
９
８
）
１
１
１
１

笠
間
市
　
第
　
回
笠
間
つ
つ
じ
ま
つ
り

45

　
園
内
に
は
様
々
な
品
種
約
８
，
５
０
０
株
の
つ
つ
じ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
最
盛
期
に
は

小
高
い
山
一
面
が
真
っ
赤
に
染
ま
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
野
点
や
お
囃
子

の
演
奏
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

▼
場
所
　
笠
間
つ
つ
じ
公
園
（
笠
間
市
笠
間
６
１
６
―
７
）

▼
期
間
　
４
月
　
日
（
土
）
～
５
月
８
日
（
日
）

１６

　
※
開
花
状
況
に
よ
り
一
週
間
程
度
延
長
す
る
場
合
あ
り
。

▼
入
園
料
　
大
人
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
の
方
及
び
障
害
者
手
帳
提
示

で
本
人
と
介
護
者
一
名
ま
で
無
料
。）

【
問
合
せ
先
】
笠
間
市
　
商
工
観
光
課
　
☎
０
２
９
６
（
７
７
）
１
１
０
１

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

嬉

幾

岐

忌

寄寄寄寄寄寄寄寄

寄寄寄寄寄寄寄寄

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

網
掛
公
園
に
野
鳥
観
察
台
設
置

　
茨
城
町
で
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
「
涸
沼
」
の

豊
か
な
自
然
を
よ
り
多
く
の
方
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

網
掛
公
園
に
野
鳥
観
察
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
み
ど
り
環
境
課

　
☎
０
２
９
（
２
９
２
）
１
１
１
１

野鳥観察台からみる涸沼

「宇宙人にあいたいな」

ふじえだ　みここ（５歳）

「フルーツ大好き！」

おがわ　のぞみ（５歳）

平成28年４月１日 広報いばらき

し
ら
く

談
相・
集
募

ト
ン
ベ
イ

室
教・
座
講

♪

ひろば
情報
4月号月号4月号

平成28年４月１日 広報いばらき

　
茨
城
県
警
察
で
は
、
平
成
　
年
　

２８

１０

月
（
男
女
B
）
と
平
成
　
年
４
月

２９

（
男
女
A
）
に
採
用
す
る
警
察
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

・
男
女
Ａ
　
昭
和
　
年
４
月
２
日

６２

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教

育
法
に
お
け
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
か
平
成

　
年
３
月
　
日
ま
で
に
卒
業
見
込

２９

３１

の
方
。
ま
た
は
人
事
委
員
会
が
こ

れ
と
同
等
と
認
め
る
方
。

・
男
女
Ｂ
　
昭
和
　
年
４
月
２
日

６１

か
ら
平
成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

１０

ま
れ
た
方
で
、
前
述
「
男
女
Ａ
」
の

受
験
資
格
（
学
歴
部
分
）
に
該
当

せ
ず
、
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら

28

10

勤
務
可
能
な
方
。

▼
受
付
期
間

・
郵
送
、
持
参
　
４
月
　
日
（
火
）

１２

ま
で
（
消
印
有
効
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
４
月
　
日
１１

（
月
）
午
後
５
時
ま
で
（
受
信
有
効
）

▼
そ
の
他
　

　
県
内
各
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

で
採
用
案
内
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
水
戸
警
察
署
　

　
☎
０
２
９
（
２
３
３
）
０
１
１
０

ま
た
は
近
く
の
交
番
・
駐
在
所
ま
で

　
国
際
協
力
機
構
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
青
年
海
外
協
力
隊
、

日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
２
０

１
６
年
度
春
募
集
の
受
け
付
け
を

５
月
９
（
月
）
ま
で
行
い
ま
す
。

　
各
地
で
体
験
談
＆
説
明
会
を
実

施
（
水
戸
で
は
４
月
　
日
予
定
）
し

１７

ま
す
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
事
務

局
募
集
課

　
☎
０
３
（
５
２
２
６
）
９
９
９
１

　「
い
の
ち
の
電
話
」は
、
孤
独
の
中

に
あ
っ
て
、
助
け
・
慰
め
・
励
ま
し

を
求
め
て
い
る
人
に
「
電
話
」
と
い

う
手
段
で
対
話
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

▼
応
募
資
格
　
　
歳
～
　
歳
の
方

２３

６３

▼
募
集
締
切
　
５
月
９
日
（
月
）

▼
必
要
書
類
　
二
千
字
以
上
の
レ

ポ
ー
ト
、申
込
書
、返
信
用
封
筒
等

▼
そ
の
他
　
今
年
６
月
か
ら
再
来

年
３
月
ま
で
、
月
３
回
研
修
を
行

い
ま
す
。
そ
の
他
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
２
９
（
８
５
２
）
８
５
０
５

 「
し
ら
さ
ぎ
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
」
で
は
、
初
心
者
講
習
会
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
即

興
的
で
フ
リ
ー
な
ス
テ
ッ
プ
で
の
、
楽

し
さ
を
優
先
し
た
ダ
ン
ス
で
、
心
身

の
若
さ
を
保
つ
の
に
効
果
的
で
す
。

▼
日
時
　
５
月
６
日（
金
）か
ら

　
毎
週
金
曜
日
午
後
８
時
～
　
時
１０

▼
場
所
　
茨
城
町
中
石
崎
公
民
館

【
問
合
せ
先
】

亀
山
☎
０
９
０（
４
７
４
３
）５
１
９
６

メ
ー
ルkam

ehph@
yahoo.co.jp

有
波
☎
０
９
０（
２
２
３
７
）１
５
５
３

小
沼
☎
０
９
０（
２
２
１
８
）４
２
７
１

１4

認 知 症 対 応 型 介 護 保 険 施 設

豊かな緑に包まれた環境で、
安心と安らぎのある介護
サービスを提供いたします

自然豊かな涸沼の湖畔で、
ふれあいがあり、温もりが
ある介護サービスを提供い
たします

グループホーム
茨城町中石崎 159-1  ☎029-240-8117 （担当 小柴） 茨城町中石崎 1055 ☎ 029-240-8321 （担当 久保田）

ひ ぬ ま グループホーム ひぬまの杜

入
居
者
募
集

随
時
見
学
可

　
あ
い
お
い
ニッ
セ
イ
同
和
損
保
茨
城

支
店
か
ら
、
車
椅
子
一
台
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社
で
は
、

地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
を
目
的
に
、

募
金
制
度
を
整
備
し
、
全
国
の
公
共

施
設
や
福
祉
施
設
に
車
椅
子
や
福
祉

車
両
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

損
害
保
険
会
社
よ
り
車
椅
子
寄
贈

平
成
　
年
度
 茨
城
県
警
察
官

28

採
用
試
験（
第
１
回
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

茨
城
い
の
ち
の
電
話

　
　
  　
　
相
談
員
募
集

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

　
　
　
　
初
心
者
講
習
会

お
詫
び
と
訂
正

　
お
知
ら
せ
版
平
成
　
年
３
月

２８

　
日
号
の
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

１５た
、「
平
成
　
年
度
乳
幼
児
健
康

２８

診
査
等
日
程
表
」の
内
容
に
、
一

部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
訂
正
箇
所

１
歳
６
か
月
児
健
診
４
月
の
該
当
者

（
誤
）Ｈ
　
．８
．　
～
９
．　
生

26

１１

１５

（
正
）Ｈ
　
．８
．１
～
９
．　
生

26

１５

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春のののののののののののののののののののののののののののののの全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（444444444444444444444444444444月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月666666666666666666666666666666日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～444444444444444444444444444444月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月111111111111111111111111111111555555555555555555555555555555日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日））））））））））））））））））））））））））））））春の全国交通安全運動（4月6日～4月15日）
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D
A
T
A

D
A
T
A

　
四
月
に
な
り
ま
す
と
本
当
に
春
に
な
っ
た

気
が
し
ま
す
。
四
季
の
あ
る
日
本
で
も
、
特

に
落
葉
樹
林
が
身
近
に
あ
る
所
が
、
季
節
の

移
り
変
わ
り
が
一
番
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
内
で
は
ブ
ナ
帯
が
一
番
で
し
ょ
う

が
、
町
内
で
も
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
林

で
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
は
コ
ナ

ラ
や
ク
ヌ
ギ
の
需
要
が
極
端
に
減
少
し
て
い

る
よ
う
で
、
下
草
が
刈
ら
れ
な
く
な
り
、
笹

が
繁
茂
し
て
い
る
所
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
笹
が
密
生
し
て
し
ま
い
ま
す
と
、

林
下
の
植
物
の
種
類
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

で
も
ま
だ
町
内
の
林
下
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
キ
ジ
ム
シ
ロ
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
キ
ジ
ム
シ
ロ
と
は

　
バ
ラ
科
キ
ジ
ム
シ
ロ
属
に
属
す
る
多
年
草

で
、
三
～
五
月
に
黄
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。

花
は
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
な
ど
に
似
て
い
ま
す
が
、

赤
い
イ
チ
ゴ
の
よ
う
な
果
実
は
つ
け
ま
せ
ん
。

　
和
名
の
キ
ジ
ム
シ
ロ
は
、
葉
を
広
げ
て
い

る
様
子
か
ら
キ
ジ
（
雉
）
の
ム
シ
ロ
（
筵
、

蓆
）
の
意
味
で
つ
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
キ
ジ
は
町
内
で
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
今

は
子
ど
も
達
に
〝
む
し
ろ
〟
と
言
っ
て
も
分

か
ら
な
い
子
が
い
ま
す
。
座
布
団
は
わ
か
る

よ
う
で
す
が
。〝
む
し
ろ
〟は
日
常
生
活
か
ら

遠
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
水
田
雑
草
に

ア
ゼ
ム
シ
ロ
と
い
う
植
物
が
あ
り
、
現
地
で

畔
は
説
明
で
き
る
の
で
す
が
、
や
は
り
ム
シ

ロ
の
説
明
は
大
変
で
す
。

　
国
内
で
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
あ
り
、

変
化
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
外
で
は

朝
鮮
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
地
か
ら
山
地

の
明
る
い
林
下
や
林
縁
、
草
地
に
生
え
、
茨

城
県
内
で
も
各
地
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
町
内
で
は
こ
れ
ま
で
野
帳
に
記
録
し
た
だ

け
で
も
、
網
掛
、
海
老
沢
、
大
戸
、
下
石
崎
、

城
之
内
、
常
井
、
中
石
崎
、
生
井
沢
、
野
曽
、

南
栗
崎
、
宮
ケ
崎
、
前
田
で
見
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
野
草
で
あ
っ
て
雑
草
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
耕
作
地
や
住
宅
街
な
ど
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
花
粉
は
虫
が
運
ぶ
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
茨
城
町
で
は
ど
ん
な
虫
が
花
に
く

る
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
キ
ジ
ム
シ
ロ
の
仲
間

　
町
内
の
キ
ジ
ム
シ
ロ
属
の
植
物
に
は
ヒ
メ

ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
オ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
と
ミ
ツ
バ
ツ

チ
グ
リ
が
あ
り
、
各
地
に
普
通
に
見
ら
れ
ま

す
。
花
は
す
べ
て
黄
色
で
す
。
ヒ
メ
ヘ
ビ
イ

チ
ゴ
と
ミ
ツ
バ
ツ
チ
グ
リ
は
三
枚
の
小
葉
を

持
ち
、
オ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
の
葉
は
掌
状
複
葉
で

小
葉
は
５
枚
で
す
。
キ
ジ
ム
シ
ロ
の
葉
は
羽

状
に
五
枚
か
ら
七
枚
の
小
葉
を
持
つ
奇
数
羽

状
複
葉
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
メ
ヘ

ビ
イ
チ
ゴ
と
オ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
は
水
田
地
帯
や

湿
っ
た
所
に
生
え
、
林
縁
や
日
当
た
り
の
良

い
草
地
に
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ミ
ツ

バ
ツ
チ
グ
リ
は
キ
ジ
ム
シ
ロ
と
似
た
環
境
に

生
育
し
て
い
ま
す
。
ミ
ツ
バ
ツ
チ
グ
リ
は
小

葉
が
三
枚
で
、
ツ
チ
グ
リ
は
根
茎
の
部
分
が

膨
ら
ん
で
塊
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
名
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
塊
茎

は
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
暖
か
く
な
り
ま
す
の
で
野
や

山
に
出
て
、
自
然
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。


